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本資料では、銀行摘要などで存在する同月中の同一摘要を個別に処理する方法について説

明します。 

 

HAYAWAZAを起動してから事業所を開きます。対象となる銀行のパターン登録と銀行デ

ータの読み込みが完了して、未変換リストにデータが存在する状態が以下の画面です。 

 

 

 

今回のサンプルでは、銀行摘要が「ﾆﾎﾝﾘｰｽ」となっています。この状態で１つのデータの

科目、補助を登録します。借方科目「リース料」、補助科目「コピー機」と修正します。 

 

 

１行のみ修正して青い「すべての修正内容を反映」ボタンを選択すると以下のようになり

ます。 



 

 

上記の画面では、未変換リストの摘要が同一のため、１つの修正で２つのデータが仕訳エ

ディタに移動しました。 

次に、この登録された変換設定（優先順位「１」）を修正します。この変換設定を表示する

と以下の画面になります。 

 

 

この画面では、「変換設定の高度なオプション」の「同月中の同一仕訳を識別する」をチェ



ックして更新します。 

 

変換設定更新後、変換設定一覧の画面で、先ほど修正した変換設定を選択した状態で右ク

リックして「変換設定をコピーして変更」メニューを選択します。 

 

 

 

以下の画面が表示されたら「はい」を選択します。 

 

 

 

「はい」を選択すると以下の画面が表示されます。 

 



 

 

コピーされた変換設定の優先順位は「２」です。この変換設定の補助科目を「電話代」に

変更して、「更新する」ボタンを選択します。 

 

仕訳エディタに戻り、先ほどの２つのデータを選択して右クリックで「仕訳データの削除」

を実行します。 

 
 

仕訳が削除されたことを確認してから、再度銀行データをドロップしてコンバートします。 

処理が続行され以下の画面が表示され２つのデータが読み込まれます。 



 

 

 

仕訳エディタに個々の補助科目が設定されます。 

 

 

注意１：銀行データの並び順と複製した変換設定の優先順位の低い順に「一対一の関係」

で変換設定を行いますので、データの並びと変換設定の順番を確認してください。 

 

注意２：「同月中の同一仕訳を識別する」をセットした変換設定は、通常の変換設定として

は処理されません。データの並び順以外で同一の摘要のために変換設定をしたい場合は、

「同月中の同一仕訳を識別する」チェックをしていない変換設定を登録して下さい。 

 

以上 


